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「書を読め、さすれば導くことができる、読まなければ誰かに操られる
（
L
ee y 
conducirás, no leas y serás conducido ） 」
―
一六世紀にサンタ・テレサ・デ・ヘススはそ
のように言った。考えることを学ぶ必要性、おのおのが選ぶ読み物に基づいた情報が与える自由を示唆している。読めば自分の人生を導くこと でき、読めば何を言われているか分析できるようになり、すべてのものを鵜呑みにすることはなくなるだろう。読書をすれば自分自身、世界、人々……たくさんのことについて学ぶことができる。もし しなければ、あなたの心は開かれず、たやすく他人に操られるようなり、そし あなた 人生は誰かに奪われていく。以上 私のテレサの言葉の解釈であるが、あなたがたはどうお考えだろ か。
いつの時代においても、若者は読書をあまりしないと言われてきた。しかし大規模
な書店や大手出版社によって公表さ
れた統計は異なる結果を示す。まず目を引くの
は、男子より女子のほうが読書をしているということ 新し 別のデータ は 若者はデジタル書籍を読む を好んでいるという。それゆえ電子書籍、
e-B
ooks
の売り上
げが増加、購入者の八一パーセント 一四歳〜二四歳とい また
e-B
ooks
の読者の
うち八三パーセントが大学生であり
1、最も高いパーセンテージを誇っている。
しかし、どのような本が好まれるのだろう？
「ブルー・ジーンズっていいわよね」
―
読書をするかどうか、また何を読んでい
るのかについて若いお嬢さんに聞くとこう答えてくれ 。ブルー・ジーンズ は『
E
l 
C
lub de los incom
prendidos : conociendo a R
aúl （理解されないものたち）
』シリーズで多く
の本を売り上げるフランシスコ・デ・パウラのペンネーム。彼は若者について、また若者の関心について熟知しているため若い世代から支持され のだ。
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？
T1603027／Pieria(2016)春.indd   40 2016/03/17   15:42:24
41
世界で読まれる書物たち
ラウラ・ガジェゴは二一歳のとき『
Finis m
undi （この世のおわり）
』（松下直弘訳、偕
成社、二〇一〇年）
という作品で執筆を始めた若い女性作家だ。これは歴史ファンタ
ジー小説で、彼女が作家人生を通じて書き続けているジャンルでもある。ラウラは同じくファンタジーやＳＦ小説も手がけており、その中で登場人物は自分自身のこと、つまり自分の抱いている恐れ、懐疑、愛について語る。たとえば『
E
l valle de los lobos
（オオカミたちの谷）
』（未邦訳）
を読んで確かめてみてはどうだろうか。
国境を越え、日本にまでやって来ようとしている奇才がマリア・ドゥエニャスだ。
彼女の本、 『
E
l tiem
po entre costuras （縫い目のあいだの時間）
』は二五の言語に訳され、
テレビドラマもヒットした。
キューバのレオナルド・パドゥーラを最後に。私は二年前の夏、 『
Pasado perfecto （完
璧なる過去）
』（未邦訳）
を読んで彼を知った。パドゥーラは基本的にはギャング小説、
なかでも推理ものを書くのだが、面白いのは探偵役マリオ・コンデの謎解きだけではなく、彼が愛し、非常に批判的な見解を示す土地、つまり現代のハバナやキューバに私たちを連れて行ってくれるような雰囲気も魅力的なのだ。
　 最後にインターネットで出回っている、とても有名で皮肉め
た格言で終わらせていただこう。 「読書は無知を著しく損う
（
L
eer 
perjudica gravem
ente la ignorancia ）」と。
1カスティーリャ・ラ・マンチャ大学、サンティアゴ・ユベロ教授の研究より
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